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従来のデポ活用型ラウンドユース
（CY⇒輸入者⇒デポ⇒輸出者⇒CY）

新規事業スキーム

港湾地区

輸入者（N） 輸出者（N）

内陸デポ（ICT）

①夜間シャトル便輸送

港湾⇔内陸デポ間

②日中ピストン輸送

内陸デポ⇔荷主間

ケービーエスクボタ株式会社 KUBOTA LOGISTICS Corporation

取 組 内 容

ケービーエスクボタ株式会社
海外物流部 武山義知 ０６－６６４７－７８１１ yoshitomo.takeyama@Kubota.com

問 合 せ 先

― スムーズビズ 先行取組企業 ―

企 業 紹 介

商号：ケービーエスクボタ株式会社（通称：KBSクボタ）
所在地：大阪府大阪市浪速区敷津東一丁目2番47号
創業：1978年1月23日

通常往路復路いずれかが必ず空回
送となる輸出入コンテナ輸送において
内陸にて空になった輸入コンテナを港
へ空返送せず、別の輸出コンテナとし
て利用する事により空コンテナ輸送量
＝総走行距離を低減しコンテナ輸送
環境を効率化する

・コンテナラウンドユース(CRU)

港湾エリアと内陸デポ間を往復する
シャトル輸送と、内陸デポと荷主間を
往復するピストン輸送を組み合わせ
する事により、荷待ち時間の低減など
輸送環境の効率化を更に促進する

・シャトル輸送

◆現在、東京港と内陸デポ間で夜間シャトル輸送を実施中
・東京港と内陸デポ間のシャトル輸送は基本的に夜間に行い、最大限コンテ
ナラウンドユースを実施して、極力実入りのコンテナ輸送を実現
◆2020大会に向け、当該取組を東京港で更に進めていく
・昼間の輸送は基本的に東京港湾エリア内でのピストン輸送とし、東京港湾
エリア外の日中の都内輸送量を低減しスムーズな交通環境を目指す

・2020大会に向けた取組

― スムーズビズキックオフイベント（2019.5.29） 取組紹介 ―


